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観光・交流人口を増やすための

取り組み・マーケティング戦略



事例①北海道東川町

ポジティブ発想と「写真の街」事業で
人口増加率道内2位

国道・鉄道・上水道の「3つの道」がなく社会インフラが不足。
2014年12月、42年振りに8,000人台を回復。
1984年「写真の街」事業を開始。30周年記念には「写真文化首都」宣言で
文化交流志向へ。 （月刊『事業構想』2017年4月号）



事例②岐阜県高山市

地道な観光地整備で山間地のインバウンド躍進に
成功

1986年「国際観光都市宣言」1996年「バリアフリーのまちづくり」などの
節目毎に都市整備。現在は、居住人口の5倍にもなる年間50万人超の
外国人観光客が来訪。 （月刊『事業構想』2018年3月号）



事例③兵庫県豊岡市

「但馬の小京都」が誇る観光資源で
インバウンドを拡大

・城崎温泉、“但馬の小京都”と言われる「出石」、コウノトリが生息する豊かな
自然を有する。豊富な観光資源でインバウンド需要を拡大。
・2015年の外国人宿泊客数は3万4318人と、対2011年比で30倍以上に増加。

（月刊『事業構想』2016年7月号）



目的と対応策

1 訪問してもらう ←マーケテイング戦略

（国内外） 特にデジタル

２ 消費してもらう ←単価拡大、継続消費

３ リピーターに ←紹介、コミュニティ

なってもらう 訪問し続ける理由



マーケティング・コミュニケーション
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